
普通徴収切替理由書（兼仕切書（紙）） 
市 区 町 村 名 飯 能 市 指 定 番 号  

事  業  者  名  

  

符 号 普 通 徴 収 切 替 理 由 人 数 

普 A 
総従業員数が２人以下  
（下記「普 B」~「普 F」に該当する全ての（他市区町村分を含む）従業員数を差し引いた人数) 

人 

普 B 乙欄該当者（他の事業所で主たる給与収入を得ている） 人 

普 C 給与が少なく税額が引けない（年間の給与収入額が９３万円以下） 人 

普 D 給与の支払が毎月でない（給与の支払いが２ヶ月に１回、年間に４回など不定期） 人 

普 E 事業専従者 (個人事業主のみ対象) 人 

普 F 
退職者又は退職予定者 (５月末日まで)及び休職者（育児休業中を含む） 
※休職者＝給与の支払を受けていない場合に限る 

人 

合    計 人 

 上記の理由に該当しない方は、特別徴収対象者となります。(理由が重複する場合１つ

のみ記入)                                       

 この普通徴収切替理由書の提出がない、または給与支払報告書（個人別明細書）の

摘要欄に上記符号の記載がない場合は、原則特別徴収になります。 

 特別徴収対象者での提出があった場合でも、市が確認した結果、他の事業所で特別

徴収されていることが判明した場合には、普通徴収となることがあります。 

 eLTAX等の電子媒体で給与支払報告書を提出する場合は、該当する方の「普通徴収」

欄に必ずチェックを入力してください。また、摘要欄に該当する普通徴収切替理由の

符号（普 Bなど）を記入してください。（※普通徴収切替理由書の添付は不要です。） 

 特別徴収徹底の取組は、関東各都県（茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・

東京都・神奈川県）が連携して取り組んでいます。 

この用紙は、徴収区分の誤りを防ぐ為、下図のように使用してください。 

 

 

          特別徴収分 個人別明細書（人数分） 

    

     

普通徴収分 個人別明細書（人数分） 

 

 

 

飯 

能 

市 

提 

出 

用 

※摘要欄に必ず「普通徴収」と書き、 

   該当理由符号を記入してください。 

 
 

仕 切 紙 
(この紙 ) 

 

 総 括 表 

※アルバイト、契約社員等、雇用形態を問わず、 

 御社に在籍している方は特別徴収をお願いします。 


